
回転中心

回転中心

回転中心

回転中心

回転中心

回転中心

回転中心

自転車のチェーン

自転車のライト

エスカレーターの手すり

回転中心

回転中心

ブロックだからできる !

抜き挿しだけの
簡単接続ネジ不要 ! 簡単接続

長さや形の変更も

自由自在 !

077883 実際に装置を作るから、機構の働きがよくわかる！

リンク機構とギヤ機構を組み合わせて
様々な動きを作ることができます！

077883 実際に装

リ
様

K0514B068061

リンクとギヤ学習セットリンクとギヤ学習セットリンクとギヤ学習セットリンクとギヤ学習セット

他の動力を伝える仕組みは？
このセットでは、動力を伝える仕組みとしてリンク機構とギヤ機構を紹介しました。
この2つ以外にも様々な動力を伝達する方法があります。

チェーン・スプロケット

摩擦車

プーリー・ベルト

Wiper
自動車のワイパー

自動車のハンドル
Steering

回転中心が比較的離れて
いるときに使用されます。
滑らずに、動力を伝える
ことができます。回転が
速くなると音が大きくな
ります。

ギヤと同じように、回転中
心が近いときに使用され
ます。大きな力がかかった
場合に滑るので、壊れにく
い特徴があります。
ギヤと異なり、正確に動力を
伝えることができません。

回転中心が比較的離れて
いるときに使用されます。
大きな力がかかった場合
に滑るので、壊れにくい特
徴があります。チェーン・
スプロケットと異なり、正
確に動力を伝えることが
できません。

回転中心
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スライダ機構

往復スライダクランク機構

揺動スライダクランク機構

スライダてこ機構

両てこ機構

てこクランク機構

両クランク機構

Ｐ.4

Ｐ.7

Ｐ.10

Ｐ.12

Ｐ.11

カム機構
Ｐ.16

※ブロックのはずし方
手の力でブロックをはずせない場合は、ラジオペンチを図のように穴に差し込んで広げると
簡単にはずすことができます。

基本四角

×4 ×1

×8×4

×8
×6

×1

ハーフA

ハーフ B

×6

ハーフD

ステー

回転軸

×2

ギヤ 20

×2

ギヤ 30

×2

ラック

ベース

ハーフC

機構とは？
運動を効率よく伝えるためのしくみです。機構には「離れた場所に伝える」「回転運動を直線

運動に変える」「運動の方向・速さを変える」などの働きがあり、多くの機械ではこれらを

組み合わせることで、全体として一つの働きをするように工夫されています。

このセットでは代表的な機構のリンク機構とギヤ機構を学習できます。

平行クランク機構
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運動に変える」「運動の方向・速さを変える」などの働きがあり、多くの機械ではこれらを

組み合わせることで、全体として一つの働きをするように工夫されています。

このセットでは代表的な機構のリンク機構とギヤ機構を学習できます。

平行クランク機構
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555

リンク機構とは？
リンク機構の基本は4本のリンク（棒）で成り立っています。
リンクの長さや組み合わせを変えることでさまざまな動きを得ることができます。
初めに「てこクランク機構」を組み立てて各リンクの動きを確認しましょう。

てこクランク機構

動きを確かめてみよう

1

2

回転運動

完成

てこクランク機構の組み立て

555
444444

444

赤い数字はベースの端から
何マスあけた場所にブロッ
クを挿し込むかを示してい
ます。

薄水色のブロックを回転
させてみます。どんな動き
をするでしょうか？

ラックとピニオン機構

かさ歯車機構

平歯車機構

Ｐ.17

Ｐ.21

Ｐ.23

変速歯車機構

Ｐ.27

その他の動力伝達機構

Ｐ.31
43
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リンク機構とは？
リンク機構の基本は4本のリンク（棒）で成り立っています。
リンクの長さや組み合わせを変えることでさまざまな動きを得ることができます。
初めに「てこクランク機構」を組み立てて各リンクの動きを確認しましょう。
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888

てこクランク機構の応用

自転車の機構の組み立て

1

2

完成

動きを確かめてみよう

連接棒連接棒

クランククランク

てこてこ

回転中心回転中心

回転運動回転運動回転運動

連接棒 固定支点固定支点固定支点

クランク

てこ

回転中心

回転運動

連接棒

固定リンク

固定支点

クランク

揺動運動

回転中心

てこ

回転運動回転運動回転運動

444

444

てこクランク機構は自転車を漕ぐときにも
使われています。
実際に組み立てて確認してみましょう。

自転車のペダルを漕ぐ時（薄水色のブロックを
回転）、太ももが「てこ」の役割をして揺動
運動をしていることがわかります。

「てこクランク機構」は、クランク（薄水色のブロック）
を回転させることで、てこ（クランクと対辺のブロック）が
揺動運動をします。

やってみよう

リンク機構の各部の名称

①てこクランク機構の「てこ」を揺動運動させるとクランクはどんな動きを
　するでしょうか？
②余っているブロックを使用して、リンクの長さや固定する場所を変えることで
　リンクの動きはどう変わるでしょうか？

クランク
固定リンク

てこ

連接棒

固定リンク

固定支点

回転中心

クランク 回転運動を行うリンクをクランクと呼びます。

て こ 揺動運動（上下や左右に揺れる動き）を行うリンクをてこと呼びます。

連接棒 リンク同士の運動を伝える役割をします。

固定リンク リンクの 2点が固定されていて運動しません。このセットではベースに各リンクを
取り付けるため、固定リンクを使用しませんが、冊子では黄色の帯で表しています。

原動節 運動を与えるリンク。上図では回転させたクランクが原動節となります。

従動節 原動節から運動を受けるリンク。上図では連接棒とてこが従動節となります。

従動節従動節従動節

従動節

回転運動

クランク
原動節原動節原動節

連接棒

てこ

揺動運動揺動運動揺動運動

※組み立てた「てこクランク機構」を図で表しています
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てこクランク機構の応用

自転車の機構の組み立て
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回転運動回転運動回転運動

444

444

てこクランク機構は自転車を漕ぐときにも
使われています。
実際に組み立てて確認してみましょう。

自転車のペダルを漕ぐ時（薄水色のブロックを
回転）、太ももが「てこ」の役割をして揺動
運動をしていることがわかります。

「てこクランク機構」は、クランク（薄水色のブロック）
を回転させることで、てこ（クランクと対辺のブロック）が
揺動運動をします。

やってみよう

リンク機構の各部の名称

①てこクランク機構の「てこ」を揺動運動させるとクランクはどんな動きを
　するでしょうか？
②余っているブロックを使用して、リンクの長さや固定する場所を変えることで
　リンクの動きはどう変わるでしょうか？

クランク
固定リンク

てこ

連接棒

固定リンク

固定支点

回転中心

クランク 回転運動を行うリンクをクランクと呼びます。

て こ 揺動運動（上下や左右に揺れる動き）を行うリンクをてこと呼びます。

連接棒 リンク同士の運動を伝える役割をします。

固定リンク リンクの 2点が固定されていて運動しません。このセットではベースに各リンクを
取り付けるため、固定リンクを使用しませんが、冊子では黄色の帯で表しています。

原動節 運動を与えるリンク。上図では回転させたクランクが原動節となります。

従動節 原動節から運動を受けるリンク。上図では連接棒とてこが従動節となります。

従動節従動節従動節

従動節

回転運動

クランク
原動節原動節原動節

連接棒

てこ

揺動運動揺動運動揺動運動

※組み立てた「てこクランク機構」を図で表しています
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右側のてこを左右に揺動させることで、左側
のてこ（バケット）も揺動運動し、土をすくう
動作をしていることがわかります。

両てこ機構はショベルカーのバケット
（土をすくう部分）に使用されています。
組み立てて確認してみましょう。

ショベルカー（バケット）の機構の組み立て

2

動きを確かめてみよう

完成

1

連接棒

バケット

固定リンク

固定支点

揺動運動

てこてこ

揺動運動揺動運動揺動運動

44 44

44

55

両てこ機構の応用 ① てこてこてこ

てこてこてこ

連接棒連接棒連接棒

バケットバケットバケット

固定支点固定支点固定支点固定支点固定支点固定支点

揺動運動揺動運動揺動運動

2 本のてこが連接棒で
接続されていて、揺動
運動を行います。

2

両てこ機構

両てこ機構の組み立て

1

固定リンク固定支点 固定支点

連接棒

てこてこ

揺動運動揺動運動揺動運動揺動運動 揺動運動揺動運動

やってみよう

動きを確かめてみよう

完成
揺動運動揺動運動

連接棒

てこ

固定リンク

てこ

揺動運動

固定支点 固定支点

55

55

揺動運動

44
44

5

固定支点

どちらか一方のてこを左右に揺動させると、もう
一方のてこはどんな動きをするでしょうか？

余っているブロックを使用して、リンクの長さ
や固定する場所を変えることでリンクの動きは
どう変わるでしょうか？
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右側のてこを左右に揺動させることで、左側
のてこ（バケット）も揺動運動し、土をすくう
動作をしていることがわかります。

両てこ機構はショベルカーのバケット
（土をすくう部分）に使用されています。
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2
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揺動運動
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55

揺動運動
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5

固定支点

どちらか一方のてこを左右に揺動させると、もう
一方のてこはどんな動きをするでしょうか？

余っているブロックを使用して、リンクの長さ
や固定する場所を変えることでリンクの動きは
どう変わるでしょうか？

87



回転運動回転運動回転運動
完成

向かい合ったリンクの長さが等しい場合、
てこは平行のまま、揺動運動をします。
自動車のワイパーにはこの機構が使用さ
れています。

ワイパーの機構の組み立て

　  で取り付けたオレンジ色のブロックを
回転させることで、ワイパーが左右に揺動
します。

動きを確かめてみよう

てこてこてこ

てこてこてこ

固定支点固定支点固定支点固定支点固定支点固定支点

1

2

3
4

×2

4

66

22
1010

666
66

11

固定支点

回転中心

揺動運動
回転中心

てこ

両てこ機構の応用 ②
2 本のクランクが連接棒で接続されて、
回転運動を行います。

両クランク機構

両クランク機構の組み立て

薄水色のブロックを手で固定したまま
左側のクランクを回転させます。
どんな動きをするでしょうか？
　

動きを確かめてみよう

1

固定リンク

クランク

クランク

2 3

4 完成

1

回転運動

回転運動

回転中心 回転中心

連接棒

回転運動

回転中心

回転中心回転中心回転中心

クランククランク

連接棒

固定リンク

回転中心

固定支点

109



回転運動回転運動回転運動
完成

向かい合ったリンクの長さが等しい場合、
てこは平行のまま、揺動運動をします。
自動車のワイパーにはこの機構が使用さ
れています。

ワイパーの機構の組み立て

　  で取り付けたオレンジ色のブロックを
回転させることで、ワイパーが左右に揺動
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666
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固定支点

回転中心

揺動運動
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てこ

両てこ機構の応用 ②
2 本のクランクが連接棒で接続されて、
回転運動を行います。

両クランク機構

両クランク機構の組み立て

薄水色のブロックを手で固定したまま
左側のクランクを回転させます。
どんな動きをするでしょうか？
　

動きを確かめてみよう
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固定リンク

クランク

クランク

2 3

4 完成

1

回転運動

回転運動

回転中心 回転中心

連接棒

回転運動

回転中心

回転中心回転中心回転中心

クランククランク

連接棒

固定リンク

回転中心

固定支点
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①クランク（薄水色のブロック）を回転させてみます。
　どんな動きをするでしょうか？
②スライダを左右にスライドさせてみます。
　クランクはどんな動きをするでしょうか？

リンク機構の中で、4本のリンクのうち１本を減らし、代わりにスライダを設けた機構
をスライダクランク機構と言います。
スライダクランク機構はピンを案内（溝）に沿って動かすことで、回転運動を直線運動
に変えたり、逆に直線運動を回転運動に変えたりすることもできます。
この機構は自動車のエンジンなどに使われています。
※スライダ＝機械の案内に沿って滑らせることができる部分

クランクの回転運動を
スライダの往復直線運動に
変えます。その逆の運動を
行うこともできます。

往復スライダクランク機構

動きを確かめてみよう

スライダクランク機構とは？

回転
運動

スライダ

連接棒

回転中心

案内（固定）

クランク

往復直線運動

完成

往復スライダクランク機構の組み立て

2

2

1

87
11

87

11

×2

回転運動

回転中心
クランク

スライダ（ピン）

連接棒

案内（固定）

往復直線運動

7887

両クランク機構の中でも向
かい合ったリンク同士の長
さが等しく、平行四辺形にな
るものを「平行クランク機
構」と言います。

平行クランク機構

平行クランク機構の組み立て

1

平行クランク機構の応用

どちらか一方のクランクを回転させてみます。
どんな動きをするでしょうか？

動きを確かめてみよう

完成

×2

2

回転運動 回転運動

固定リンク

クランク

回転中心 回転中心

クランク

回転運動
固定リンク

クランク

クランク

回転中心 回転中心

回転運動回転運動回転運動
88

88
44

44

8

平行クランク機構は、遊
園地の遊具や、機関車の
車輪の連結に使われて
います。

７７88
88

連接棒

連接棒

1211



①クランク（薄水色のブロック）を回転させてみます。
　どんな動きをするでしょうか？
②スライダを左右にスライドさせてみます。
　クランクはどんな動きをするでしょうか？

リンク機構の中で、4本のリンクのうち１本を減らし、代わりにスライダを設けた機構
をスライダクランク機構と言います。
スライダクランク機構はピンを案内（溝）に沿って動かすことで、回転運動を直線運動
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スライダクランク機構とは？
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スライダ
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完成

往復スライダクランク機構の組み立て

2

2
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11

87
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×2
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回転中心
クランク

スライダ（ピン）

連接棒

案内（固定）

往復直線運動

7887

両クランク機構の中でも向
かい合ったリンク同士の長
さが等しく、平行四辺形にな
るものを「平行クランク機
構」と言います。
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88
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44

44

8

平行クランク機構は、遊
園地の遊具や、機関車の
車輪の連結に使われて
います。

７７88
88

連接棒

連接棒
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傘の機構の組み立て

3

2

1

スライダ機構の応用
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×2

888

スライダ機構はクランクだけでなく「てこ」
とも組み合わせることができます。
これを「スライダてこ機構」と言い、身近な
ものでは傘に利用されています。
往復直線運動を揺動運動に変えることで傘
を開いたり閉じたりしているのです。
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1 ①

②

2

66 88
88

22

揺動運動

回転
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スライダ

ピン

回転中心

案内（連接棒）
クランク

スライダ

クランク
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案内（連接棒）

ピン
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（固定）

（固定）

①クランク（薄水色のブロック）を回転させてみ
　ます。どんな動きをするでしょうか？
②スライダを左右にスライドさせてみます。
　クランクはどんな動きをするでしょうか？
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スライダ（オレンジのブロック）
を上下にスライドさせることで、
傘が閉じたり開いたりすること
がわかります。

完成

案内（固定）

固定支点

てこ てこ

スライダ

4

5

揺動運動 揺動運動

往復直線
運動

動きを確かめてみよう
往復直線往復直線
運動運動
往復直線
運動

固定支点

カム機構とは？

カム機構の組み立て
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カム（薄水色のブロック）を回転させてみます。
どんな動きをするでしょうか？

動きを確かめてみよう
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往復直線運動

回転運動

揺動運動

回転中心
カム

従動節
固定支点

身の周りにある物の構造やオ
リジナルの構造を考えて作っ
てみましょう。

右の作例では、クランクを回
転運動させると、てこが揺動
運動し、物をつかむ動きをさ
せることができます。

回転中心

固定支点

従動節

カム（原動節）

回転運動回転運動回転運動 回転運動回転運動回転運動

案内
揺動運動　

往復直線
運動

888

444

666777

回転運動回転運動

揺動運動揺動運動

回転運動

スライダクランク機構

両てこ機構（平行）

両てこ機構（平行）

揺動運動

※本セットにパーツを足して作成しています。

カム機構は、回転軸に「カム」と呼ばれる特殊な形をした円
盤を取り付けることで、回転運動を往復直線運動や揺動運動に
変えることができます。
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ギヤ（歯車）は円形に並んだ凹凸を持つ機械部品です。
ギヤ同士はしっかりとかみ合うように作られていて、滑らずに確実に動力を伝える
ことができます。初めに「平歯車機構」を組み立ててギヤの動きを確認しましょう。

平歯車機構は動力を平面で伝えるときに使用されるもっとも一般的なギヤの機構です。　　

平歯車機構

動きを確かめてみよう
動きを確かめてみよう

ギヤとは？

完成

平歯車機構の組み立て

中心距離中心距離中心距離

歯

モジュール 基準円

回転中心回転中心

●平歯車機構のギヤの中心距離を１マスずらして
　回してみるとギヤはかみ合わなくなり、運動を
　伝えることができません。
●ギヤを右図のように組み合わせたときは回転方向
　が合わなくなり、回転しません。

3

3-8
8

8
3-8-13

3-8-133-8-133-8-13

333

888

131313

回転中心

回転中心 回転中心 回転中心

1

ギヤの各部名称

歯 ギヤの周りについている凹凸を歯と呼びます。

モジュール ギヤの歯の大きさを表しています。
モジュールが同じギヤはかみ合わせることができます。

基準円はギヤ同士をかみ合わせるときの基準となる円です。
モジュールがどれだけ小さくなっても、2つのギヤの基準円同士が接していると
スムーズに運動を伝えることができます。

基準円

2 つのギヤの回転中心をつないだ時の距離。適切な中心距離からずれると、
2つのギヤの基準円が接しないためギヤは効率よく動力を伝えることができません。

中心距離

運動を与えるギヤ。初めに回転するギヤです。原動車

原動車から運動を与えられるギヤ。かみ合いにより、運動を伝えられるギヤです。従動車

同一線上にブロックが並ぶ場合
は、枠から数えた位置を「3-8-13」
のように順に示しています

ギヤはしっかりとかみ合いながら
回転運動を行います。
さらに隣り合ったギヤは回転方向
が逆になります。実際に回して確か
めてみましょう。
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隣り合った平歯車は常に回転方向が逆になることを利用して
手回し式のシュレッダーや、製麺機に利用されています。

動きを確かめてみよう

完成

シュレッダーの組み立て

1

4

5

2

3

ハンドル（オレンジ色のブロック）を
回転させることで、平歯車が向かい合って回転し
刃が紙を巻き込む動作を行うことがわかります。

×2

ハンドル

刃

回転運動

回転中心

回転中心
回転中心

5-115-115-11

111
111

555

555

222
222

回転運動

平歯車機構の応用

①

①

④

②

②

③

て 回転運動

回転運動

回転中心
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ハンドドリルの組み立て

かさ歯車機構の応用
ハンドドリルにはかさ歯車機構が利用され
ていて、ハンドルの回転する平面とドリルの
回転する平面の角度が垂直になっています。

ハンドルを回転させると、
ドリルの部分が、ハンドル
の回転する平面と垂直に回
転することがわかります。

かさ歯車機構

動きを確かめてみよう

かさ歯車とは？
　

完成

完成

かさ車機構の組み立て

右図の黄色の矢印のついたギヤ30をまわして
みます。残りのギヤはどうなるでしょうか？

動きを確かめてみよう

1

1 2

3 4

2

回転運動

回転運動

かさ歯車
平歯車
かさ歯車 ギヤ 30

ギヤ 30とギヤ 20は
平歯車とかさ歯車の両方の
形状を持っています。

①

②444

444

3-93-93-9

999

7

回転中心

回転中心

回転中心回転中心回転中心

回転中心

回転運動回転運動回転運動

回転運動

ドリル ハンドル

回転中心

回転中心

回転運動回転運動

回転運動

回転中心回転中心
回転運動

ハンドル

かさ歯車は歯が斜めについているギヤです。
回転運動を垂直方向や斜め方向に伝達する時に利用されます。

2221
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回転運動

往復直線運動

歯をかみ合わせる歯をかみ合わせる歯をかみ合わせる

7

8

3

7

回転中心

回転中心
回転運動

往復直線運動往復直線運動往復直線運動

自動車のハンドルの組み立て

ラックの応用 1
自動車のハンドルにはラックとピニ
オン機構とリンク機構が組み合わせ
て利用されています。

ラックは直線の形をしたギヤのことです。
ギヤの回転運動を往復直線運動に変えることが
でき、また、その逆も行うことができます。
ラックと小さな歯車を合わせて利用する場合は
ラックとピニオン機構と呼ばれます。

ラックとピ二オン機構

動きを確かめてみよう

ラックとピニオン機構とは ?　
　

完成

ラックとピ二オン機構の組み立て

①ギヤ30を回転させると、ラックはどのように動くでしょうか？
②ラックを左右に動かすとギヤ20とギヤ30はどのように動くでしょうか？

1

1

2

3

2

3

33

33

×2

固定支点

揺動運動

回転運動

揺動運動

往復
直線運動

1-51-5

88
88

2423



回転運動
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歯をかみ合わせる歯をかみ合わせる歯をかみ合わせる
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8

3

7
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ギヤの回転運動を往復直線運動に変えることが
でき、また、その逆も行うことができます。
ラックと小さな歯車を合わせて利用する場合は
ラックとピニオン機構と呼ばれます。

ラックとピ二オン機構

動きを確かめてみよう
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ラックの応用 2
プリンターなどの用紙トレイには、
直線運動を回転運動に変えるために
ラックが利用されています。
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ハンドルを回転運動させると、ラックが左右に動き、
タイヤが、揺動運動を行うことがわかります。
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ラックのついたどちらかのステーを左右に
スライドさせてみましょう。
ギヤ20が回転運動し、もう一方のラックが
対称に移動することがわかります。　
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ギヤのさらに大きな特徴として、大小のギヤの組み合わせ
により、運動の速さを変えることができます。

変速歯車とは？　
　

完成

速度伝達比

1

完成1

歯数の異なるギヤを組み合わせると、回転速度を変化
させることができます。回転速度を原動車に対して減速させた場合、回転の力は
強くなります。逆に、回転速度を加速させると、回転の力が弱くなります。
この原動車と従動車の回転速度の割合のことを速度伝達比といいます。

速度伝達比 = 
従動車の回転速度

原動車の回転速度

3-83-83-8 888
888

1.5 回転

1回転

1.5 回転

1回転

従動車原動車
回転速度 3 回転速度 2
歯数 20 歯数 30

左のギヤ 2つの速度伝達比は、
3
2

速度伝達比 = ＝1.5

となります。これは原動車が1.5回転する間に、
従動車が１回転するということを表しています。
速度伝達比は歯数からも求めることができます。　　

速度伝達比 = 
従動車の歯数

原動車の歯数
＝
20

30
＝1.5

原動車原動車

従動車従動車

回転運動

１段目の速度伝達比＝
20
30 ＝ 1.5

総合的な速度伝達比 ＝ ＝2.25
1.5 1.5
1 段目の
速度伝達比

2段目の
速度伝達比

４枚のギヤを組み合わせて、２段にした場合の速度伝達比は2.25になります。
より減速されているため、ギヤ30はゆっくりと回転するのです。

原動車原動車
従動車従動車

従動車従動車

１回転１回転

1.5 回転1.5 回転

2.25 回転2.25 回転

１回転

1.5 回転

2.25 回転

従動車
歯数 30 原動車

歯数 20

従動車
歯数 30

歯数の異なるギヤ20とギヤ30が異なる
回転速度で回転します。

原動車
歯数 20

変速歯車機構

変速歯車機構（１段）の組み立て

変速歯車機構（２段）の組み立て

動きを確かめてみよう

動きを確かめてみよう

×

20
30 ＝ 1.52 段目の速度伝達比＝

原動車

従動車

従動車

888

333

原動車のギヤ20を回転させると、2段目の従動車
のギヤ30は１段での変速機構よりさらに低速で
回転します。
上図のようにギヤが２段で重なっている場合の速
度伝達比は１段目と２段目の速度伝達比を掛け合
わせることで求められます。
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オルゴールの組み立て

変速歯車機構の応用
手回し式オルゴールの中には、変速歯車
機構を利用しているものがあります。
手で回す力を変速なしで伝えた場合、シ
リンダーを回転させるのにとても大き
な力が必要になります。

残りの2つは
組立　　で
使用します。

1

2

3

3

4

66
66

111

555

66

44

44

33

ハンドル

シリンダー

クシ

回転中心

回転中心

回転中心

回転運動

回転運動

回転運動

ウォームギヤ回転運動

×4 動きを確かめてみよう

完成

大きな変速を行う歯車機構 ウォームギヤ①

②

ハンドルをまわすと、シ
リンダー（カム機構）が回
転し、クシを持ち上げる
ことがわかります。オル
ゴールには、ウォームギ
ヤを利用したものもあり
ます。

らせん状の歯がついたギヤで、一段階で
大きな加速や減速を行うことができま
すが、「平歯車」や「かさ歯車」に比べると
動力を伝える効率が悪くなります。

　

回転中心
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回転中心

回転中心

回転中心

回転中心

回転中心

回転中心

回転中心

自転車のチェーン

自転車のライト

エスカレーターの手すり

回転中心

回転中心

ブロックだからできる !

抜き挿しだけの
簡単接続ネジ不要 ! 簡単接続

長さや形の変更も

自由自在 !

077883 実際に装置を作るから、機構の働きがよくわかる！

リンク機構とギヤ機構を組み合わせて
様々な動きを作ることができます！

077883 実際に装

リ
様

K0514B068061

リンクとギヤ学習セットリンクとギヤ学習セットリンクとギヤ学習セットリンクとギヤ学習セット

他の動力を伝える仕組みは？
このセットでは、動力を伝える仕組みとしてリンク機構とギヤ機構を紹介しました。
この2つ以外にも様々な動力を伝達する方法があります。

チェーン・スプロケット

摩擦車

プーリー・ベルト

Wiper
自動車のワイパー

自動車のハンドル
Steering

回転中心が比較的離れて
いるときに使用されます。
滑らずに、動力を伝える
ことができます。回転が
速くなると音が大きくな
ります。

ギヤと同じように、回転中
心が近いときに使用され
ます。大きな力がかかった
場合に滑るので、壊れにく
い特徴があります。
ギヤと異なり、正確に動力を
伝えることができません。

回転中心が比較的離れて
いるときに使用されます。
大きな力がかかった場合
に滑るので、壊れにくい特
徴があります。チェーン・
スプロケットと異なり、正
確に動力を伝えることが
できません。

回転中心
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